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スを介して船体に

介して船尾梁やエ

。 

舵柄 

船尾

ク 

タージェットは低

ションに 適な先進
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ズのウォータージェ

験設備と実船の両方

い性能と信頼性が

にはプレジャーボ

て理想的な推進シ

。 

適さない。主に塩水

説明 

ページ 3 

ェットは

材料は耐

よる防食

に操舵装

テムとし

ブロック

に取り付

しい取水

ークブ

としての

は 5°
ジンと

トモデル

。傾斜

ップセン

ジンの据

鋼製船

木製船体

い GRP
にとって

ンジンに

不要であ

見て反時

ェットは

方で広範

が要求さ

ボート等

システム

で使



HJ シ

ページ 

どんな船

それらの

要ファク

• 船体

• 回転

• 推進

デザイナ

を正確に

ソフトウ

Hamilto
はウォー

定、及び

とができ

診断作業

ストと時

どのよう

はないが

明済であ

完成した

要な安全

船舶はど

高速船

採用する

基本情報

よび、所

とができ

次ページ

キャビテ

ウォータ

ていない

注：多胴

であり、

詳しい情

シリーズ

4 

船でも、その性能
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時間を削減するこ
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ステムメーカと違

様が設計仕様と異
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れによってオーナー
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の船底勾配、縦方向の
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船の 大排水量が

決めることができ

ェットの構成は 3
292、又は、2 基の

：小型高速船の場

ｘ1 基又はｘ2 基の

りも HJ シリーズ

構成の各オプショ

せること。 

ついて、下記仕様の船

＝4.2m •総積載重量

は簡単のため、上記の

定に大きな影響を与え

の重心位置、及び、風

件の中で考慮する。従

ットの数とサイ

がわかれば、下記の
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基又は 4 基の HJ
の HJ322 又は HJ

場合は小型ウォータ

の構成とするのが

ｘ3 基又は 4 基の

ンの長所／短所に

注

船を例にとって計算例
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の船体設計パラメータ
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風圧面積の各パラメー

従って、 終的に選ば

イズ 
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タージェットｘ3 基
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については、Ham
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大推奨排水
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miltonJet のディス

大推奨

本図の 2 倍の排水量を

水量 
 

1 = シ

1／2 

ジェッ

2 = ツ

2／3 

ジェッ

3 = 

3／4=

タージ

ット 
影響し、そのために運

考慮しない。具体的に

onJet では、これらの

様はここでの結論と異

ジェットのサイズと
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3 を採用可能であ

大型ウォータージェ
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らのウォータージ
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ット 
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異なる

と数

ター

ある。 
ェッ

の構成

ジェッ

問い合

 
示す。 
する。 



ウォ

本船

長の

注：

船体

行う

船長

従って

ジェッ

ミッ

を達成

トンあ

船
速

、
ノ

ッ
ト
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船の 大排水量での

情報から概略の馬

本チャートは船速

体抵抗に直接影響す
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ットとする場合は 1 基
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基あたり 360kW／42
00kg／m2のオーバー
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又は hp／T） x AU
ージェット数 

ット 1 基あたりの

ャートと本船の速度

。 
値を与えるものであ

ない。より正確な評

W／70 馬力以上が必

W／840 馬力となり、
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、この場合は目安と

船速を保証するもので
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積載のリスクを

ォータージェット

やすい。多くの場

れているのである

くなり、そして、

ある。 
れを避けるために

ージェット推進に

らない。これは単

ことができる。 
走に適した船舶の

要なことは、建造

の結果、本船がチ

とである。この状

ォータージェット

単胴

この

の長

ローディング

lbs／

オーバー

HJ
を調べる 
推進は他の推進方

合、ウォータージ

が、重量が著しく

ウォータージェッ

は、先ず、本船の

よる滑走を可能に

胴船用のボトムロ

場合、デザイナと

中に AUW が増加

ャートの『オーバ

態になると滑走性

容量の選定結果が

胴船のボトムロ
（滑走

のグラフは参考（目安

長さ–幅比が 適である

水線長（m

（kg／m22 又は

／ft2） 

ーロード 

滑

J シリーズ

方式と比較して重量

ジェット推進は速度

く増加した場合は速

ット推進の適性がな

のボトムローディン

にする値であるかど

ローディングリミッ

と造船所が理解して

加するとボトムロー

バーロード』の領域

性を失うだけでなく

が無効になる。 

ーディングリミ
走速度船） 

）である。滑走艇の場

ると仮定する。 

m または ft） 

は AUW（kg

LWL x BPX

滑走に適して

ズの性能計

ペ

量の変化による影

度と効率の面で他

速度が低下し、滑

なくなってしまう

ングリミットがウ

どうかを見極めな

ット線図を用いて

ておかなければな

ーディングが増加

域に移ってしまう

く、初期設計によ

ミット 

場合、船

g または lbs） 

（m2または ft2） 

いる 

計算 
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影響を受

他よりも

滑走でき

可能性

ウォー

なければ

て判断す

ならない

して、

という

る

 

ボ
ト
ム
ロ

ー
デ
ィ

ン
グ
リ

ミ
ッ
ト

（
lb

s/
ft2 ）

 



HJ シ

ページ 

も効

前のペー

ジェッ

馬力を決

ウォータ

一般に推

ジン馬力

ステムの

すその他

推進シス

ように設

率が得ら

計の推進

なり、一

しい可能

度での効

の設計が

の場合、

水中付加

る。この

る。 

Hamilto
で も効

力の選定

ることが

製の大型

いのであ

船条件と

あるため

シリーズ

6 

効率のよいオプ

ージの計算結果を

トのサイズを決め

決める。ここで、

タージェットの候

推進効率は推進器

力なら大きいほど

の場合でも、所定

他の設計因子も考

ステムは例えば 40
設計されるものと

られるように設計

進器の場合、高速

一方、低速用の推

能性がある。ウォ

効率を決める場合

が重要な要素とな

、速度の増加に伴

加物がないため、

の点は従来のプロ

onJet のウォーター

効率がよくなるよ

定が適切であれば

ができる。Hamilto
型ユニットと比較

あるが、これはウ

と速度条件に合わ

めと考えられる。

ズの推進効

ションを選ぶ 
使用して、本船の

、そして、それに

推進効率をさらに

候補を絞り込む。 

器の大きさの影響を

効率が高い。但し

の船速での効率に

慮することが重要

0 ノット以上で一

、一方で、20 ノッ

されるものもある

速用の推進器は低速

進器は高速運転を

ータージェットの

、インテークとイ

る。さらに、ウォ

伴って船体抵抗を増

船速が増加するほ

ペラ推進システム

ージェットは 25～
うに設計されてい

ば、この範囲の外で

onJet のウォータ

較して高い効率が得

ォータージェット

せて個別に設計す

 

効率 

のウォーター

に必要なエンジン

に詳しく調べ、

を受け、同じエン

し、どんな推進シ

に直接影響を及ぼ

要である。 

番効率が高くなる

ット以下で 高効

る。このような設

速では効率が悪く

を行うことさえ難

の場合、特定の速

インペラ／ポンプ

ォータージェット

増加させるような

ほど効率がよくな

ムとは対照的であ

～45 ノットの範囲

いるが、容量と馬

でも高い効率を得

ージェットは他社

得られることが多

トの場合、船の操

することが可能で

る

効

社

HJ シリー

効率のレ

本チャー

ト容量に

ス
ラ
ス
ト

（
kN

）
 

ーズのスラスト曲線

ンジを示している

トを使用してウォ

合致するかどうか

注： 

高い推進効率（PC）を

時の船速がカラーの領

PC は船速が大きいほど

のため、 高効率は各

置で得られる。 

線（上）は高速船

る。本船の積載時

ォータージェット

かを確認することが

HJ シリーズ

得るには、積載

域に入ること。

ど改善される。そ

領域の右端の位

積載時巡

船の場合の Hamilto
大船速時のベア

1 基あたりの必要

ができる。 

ズのスラスト

巡航速船（ノット）

onJet の HJ ウォー

アハルの状態での船

要推力が先に計算し

ト曲線 

本チャートは参考（目安）

すること。他のファクタも

と。HamiltonJet に問い合

） 

ータージェットの

船体抵抗が分かれ

したウォータージ

として使用

も考慮するこ

合わせること。 

 
適

ば、

ェッ

ス
ラ
ス
ト

（
lb

sf
）

 



本例

では

ポン

ツイ

ポン

適

ウォ

とツ

ジェ

目的

りも

トの

エン

次に

見合

を決

エン

HJ シ

速デ

組み

回転

場合

ショ

能と

ボッ

でエ

め、

らに

の船舶の場合、H
は積載重量が 12,00
ド）の推力が必要

ンウォータージェ

ド）であり、これ

適効率のスラスト曲

ータージェットの

インの構成のコス

ットを複数基採用

（曳航、押しなど

重くなる可能性、

サイズアップの必

ンジンとギアボ

馬力／RPM 線図

う機種（容量）を

決める。 

ンジンの選定に

シリーズのウォー

ディーゼルエンジン

み合わせによっては

転数を落とさなけれ

、インペラのマッ

ンに対するマージ

低速時のボラード

クスを使用した場

ンジンを駆動する

バックフラッシン

はエンジンを別の

ウォーター

HamiltonJet の船体

00kg の時に 35 ノ

要で、これに合うの

ェットを採用する場

れにはぎりぎり HJ
曲線で使用できるの

のオプションをさ

スト面とスペース面

用する場合の操縦性

ど）を調べる必要が

及び、その場合の

必要性についても考

ボックスのマッチ

（右）を使用して

を選び、エンジン

ついて： 
タージェットは多

ンに直結することが

は、ギアボックスを

ればならない場合が

ッチングの一次（粗

ジンを増やすことが

ドプル（曳航力）を

場合は、この他にウ

ること（ニュートラ

ング（逆洗：異物を

の負荷の動力源と

ージェット 1 基

ベアハル抵抗（付

ウォータージ

体抵抗計算ソフトウ

ットを達成するに

のは HJ403ｘ1 基

場合は 1 基あたり

J292 を採用するこ

のは HJ322 である

らに絞り込むため

面の優劣の比較、

性への影響、及び

がある。さらに、

の馬力アップとウ

考慮すること。 

チング 
てウォータージェッ

とギアボックスの

多くの場合、ギアボ

ができる。但し、

を使用してウォー

がある。ギアボッ

粗）調整ができる

ができるとともに

を改善することが

ウォータージェッ

ラル運転）ができ

を除去するための

して使用すること

基あたりの要求

付加物なし） 

ェット数 

ウェアによる計算

には 23kN（4,700
基の構成である。

り 11.5 kN（2,355
ことができるが、

る。 
めには、シングル

ウォーター

び、ボートの使用

ボートが予想よ

ウォータージェッ

ットの要求馬力に

の馬力／RPM 仕様

ボックスなしで高

エンジンと船の

ータージェットの

ックスを挿入した

るのでキャビテー

に、本船の加速性

ができる。ギア

ットを止めた状態

きるようになるた

の逆回転）や、さ

とも可能になる。 

求推力 

Hamilt

 
算

様

高

HJ シリー

わせて選定

せること。

注：ウ

考慮す

る。必ず

ない。

談する

馬力（kW）

tonJet エ
ズのウォータージ

定される。エンジ

 

ォータージェット

る必要があるが、

ずしも上記の仕様

いずれの場合でも

こと。 

HJ シ

 

エンジン／

ジェットのインペラ

ンとのマッチング

トを選定する場合、

一番重要なパラメ

様要件を希望のエン

も、ウォータージェ

シリーズ馬力

RPM（ウォータ

／ギアボッ

ラは使用するエン

グの詳細については

、船体と操船に関

メータは船の大き

ンジン出力／RPM
ェットの選定につ

力／RPM 線図

ジェットモ

デル 
大馬

（kW／h

キャビテーション限度内の

の RPM 値を推奨する。馬力

限が大きく

タージェット） 

ックスの選

ペ

ジン／ギアボック

は HamiltonJet に問

わる様々なパラメ

さと排水量（重量

M 線図に合わせる必

いては HamiltonJ

図 
馬力（h

馬力 
hp） RPM（ 大） 

RPM を入力する。低目

力が高いと RPM 範囲の制

くなる。 

選定 
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クスに合

問い合わ

 
メータを

量）であ

必要は

Jet に相
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標準

のイ

オプ

シリーズ

8 

準の傾斜 5°

ンテーク

プション 

ズの寸法 

ジ

デ

注:

ジェットモ

デル 

 a：HJ212 の寸

ここに示すレ

考）。詳しく

寸法 A はスプラインシ

レイアウト／寸法はエ

は HamiltonJet に問

シャフトの終端までの

エンジンとの直結が容

い合わせること。 

の長さである。強連結

容易な標準の傾斜 5°の

インテークブロ

結が可能である。 

のインテークブロック

ロック 乾燥重量 

クを採用する場合であ

流入水 

ある（初期設計用の参

 

 

参



傾

テ

ク

場

傾斜 0°のイン

テークブロッ

ク（オプショ

（HJ ウォータージェ

場合のみ） 
ェットの

ジェットモ

デル 

注： ここに示す

参考）。詳

レイアウト／寸法はジ

しくは HamiltonJet に
ジェットを船底に対

に問い合わせること。

して平行に配置する傾

 

インテーク

傾斜 0°のインテーク

HJ シリ

クブロック 乾燥重

クブロックを採用する

リーズの寸

ペ

重量 流入水

る場合である（初期設

寸法 
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標準支給
• ウォー

• インテ

（アル

• 船尾梁

• カップ

もの）

• インペ

（オプ

• JHPU
く） 

• 後進デ

• 油圧リ

• リバー

につい

• 操舵装

• アノー

• 製品マ

標準支給
• タイロ

• ヘルム

• ステア

• ステア

• ステア

• 操舵位

標準支給
• ウォー

• パワー

• ブース

し、又

• Blue A
• MECS
 

シリーズ

10 

給品（全機種）
ータージェットベー

テークブロック：ス

ルミニウム、GRP
梁シールキット 
プリングフランジ

 
ペラ：仕様はエンジ

プション）による。

（ジェット搭載式

デフレクタ 
リバースシリンダ

ース制御アクチュエ

いては 10 ページ参

装置（JT ステアリ

ード一式（HJ212 を

マニュアル（ウォー

給品（HJ292～
ロッドキット（マル

ムポンプ 
アリングシリンダ 
アリングシリンダ取

アリングセンダー 
位置指示器 

給品に代わるオ
ータージェットベー

ーステアリング（H
ストジェットオプシ

又は、両方なし） 
ARROW®電子制御

S 電子制御システム

ズの支給範

 
ースユニット（W
スクリーンとイン

P、木または鋼製船

（指定のドライブ

ジン馬力／RPM お

。 
式油圧パワーユニッ

（HJ212 を除く）

エータ（HSRX、H
参照） 
ングノズル、シャ

を除く） 
ータージェット＆

HJ403） 
ルチジェット用）

取付ブラケット 

プション 
ースユニット（Dr
HJ364～HJ403） 
ション（リバース

御システム（HJ29
ム（HJ364～HJ40

範囲 

et-Run） 
ストールキット付

船体用） 

ブラインに適合でき

およびギアボックス

ット）（HJ212 を

 
HSRC または HFR

ャフト、舵柄） 

＆制御システム用）

 

ry-Run） 

制御又は操舵装置

92～HJ403） 
03） 

付き

きる

ス

を除

RC

 

置な

舶用エンジン

HamiltonJet の
• 舶用エンジン

• ギアボックス

• ドライブシャ

ン 

の支給範囲外 
 
（オプション）

フト 

製品マニ

 ギアボ

（オプシ

ニュアル 

ボックス 
ション） ドラ

シャ

インテ

（標

ライブ 
ャフト 

JH
搭

テークブロック 
標準 5°傾斜） 

エンジ

制

PU（ジェット

載油圧パワー

ユニット） 

ジンスロットル 
制御レバー 



後進デフレクタ

制御レバー 

後進制御機

カップリング 

軸受ハウジ

タ ヘルプ

＆操

リバースシ
機構 

ジング 

プポンプ

操舵輪 

検査ハッ

リンダ 

追加機器（必

• ケーブルまた

• 操舵輪 
• エンジンスロ

• 前進／後進制

• タイロッドキ

注：追加機器

舵柄 

ステアリ

（

ッチ 

必須） 

たは油圧ステアリ

ロットル制御レバ

制御レバー 
キット（HJ213～

器は HamiltonJet が

リングシリンダ 

ステアリン

船尾梁

アノード 
（船体内外） 

ングキット（HJ2

バー 

HJ274 マルチジェ

が支給可能である。

タイ

（マルチジェ

に舵柄どうし

ングブラケット 

プレート 

後進デ

JT ステアリング

212～HJ274） 

ェット用） 
 
ロッド 
ット構成の場合

しを連結する） 

デフレクタ 

グノズル 

 

 

追加機器（任意

• インテークスク

• 検査ハッチエク

• サンドトラップ

• 特殊ツールキッ

• 証明書(ABS、
• リバースセンダ

• リバース位置指

舵

スクリーン

（ジェットイン

エク

ペ

意） 
クリーンレーキ 
クステンション 
プ 
ット 
LR、BV、DNV な

ダー 
指示器 

舵＆リバース位置

指示器 

ンレーキ 
ンテーク内） 

検査ハッチ 
クステンション 
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ここでは

説明する

Hamilton
面はジェ

る。 

インテ

インテー

部材であ

はなく、

伝達され

船体中心

ングルジ

の場合の

ロックは

る。船体

ロックの

ング）は

船体中心

リプルジ

は船底勾

注：ウォ

詳しくは

アルミニ

インテー

木製又は

るか、ま

するため

シリーズ

12 

はジェットの船体へ

る。詳細な据付図

nJet に申し出るこ

ェットに付属の製品

テークブロック 
ークブロックは船底

ある。水はそこを通

インテークブロッ

れる。 

心線上にジェットを

ジェット、または、

の中心のジェット）

は船底後方にフラッ

体の V 字船型と平坦

の間をつなぐ三角形

は造船所が支給する

心線を外した位置に

ジェットの場合の舷

勾配と同じ角度に傾

ォータージェットの

は HamiltonJet のデ

ニウム船体の場合、

ークブロックは船底

は GRP 製の船体の

または、GRP を上塗

めの GRP の上塗り

ズの据付 
への取付方法を簡単

図面が必要な場合

こと。この詳細据付

品マニュアルに含ま

底の取水口であり、

通ってジェットに流

ックを介して船体に

を配置する場合（シ

トリプルジェット

、インテークブ

ットな領域を形成す

坦なインテークブ

形の部材（フェアリ

ること。フェアリン

にジェットを配置す

舷側のジェット）、

傾斜させて船底と面

の中心線間の 小距

ディストリビュータ

舶用アルミニウム

底開口部にそのまま

の場合、インテーク

塗りして固定する。

作業は造船所の所

単に

合は

付図

まれ

インテークのベー

流入する。推進スラ

に

シ

ト

す

リ

ングの長さは船底勾

する場合（ツインジ

インテークブロッ

面一に取り付けるこ

距離は船底勾配の大

タに問い合わせるこ

ム製のインテークブ

ま溶接できる完成品

ブロックは船体開

。この場合、インテ

所掌とする。 

インテ

のブラ

めされ

インテークブロ

は木の場合はグラ

る。金属船体の場

付ける。 

ースを固定するため

ラスト荷重は船尾梁

勾配によって異なる

ジェット、または、

ック（及びジェット

こと。 

大きさによって決

こと。 

ブロックを支給する

品の状態で支給する

開口部にテープで留

テークブロックを固

テークはインテークブロ

ラインドスタッドにボル

れる。 

ック：船体が GRP また

ラスファイバで固定す

場合は溶接により取り

 

めの

梁で

る。 

ト

ト）

まる。

る。

る。 

め

固定

鋼船の

縁する

に絶縁

ジェッ

載し、

はさん

取り付

レクタ

（後方

ヘッダ

て船尾

注：イ

する。

HJ364

ック

ト止

ジェットの標

場合、アルミニウ

こと。この場合、

状態を得ることが

トモデル HJ212～
インテークブロッ

でジェットのフラ

ける。HJ364／HJ
を取り外さずに船

から挿入する）。

ーリングの間にゴ

梁プレートの水密

ンテークと船尾梁

～HJ403 の船尾梁

標準的な取付状態

ム製のインテーク

HamiltonJet 支給の

できる。詳しくは

船尾梁

船尾梁

船尾梁

クブロ

インテ

と。こ

十分な

～HJ322 の場合、後

クにボルト止めす

ンジにボルト固定

J403 の場合は、後

体の外側から取り

ジェットのフラン

ムシールを挿入・

を確保する。 

の取付金具類は全

梁シール（右） 

船尾梁シー

（船体がアルミニ

は腐食防止のため

のガスケットとブッ

HamiltonJet に問い

梁 
梁シールプレートを

梁に確保する。この

ロック／船底に対し

テークブロックの場

この場所にジェット

な大きさの穴を開け

後進デフレクタを取

る。船尾梁プレー

する。 後に後進

進デフ

付ける

ジと

圧縮し

て支給

HJ212～

レクタを

設置する

は、船体

テーク

ールプレート（通しボルト

ニウムの場合） 

船尾梁

船尾梁プレー

ヘッダー

に船体から電気的

ッシュを使用すれば

い合わせること。 

をボルト固定する場

の場所の角度はイン

して 95°±1°（傾斜 0
場合は 90°±1°）とす

トの後部が通過する

ける。 

取外し、船体内部か

トは O リングシー

デフレクタを元通

～HJ322 の場合、後進デフ

を取り外して船体内側か

る。HJ364～HJ403 の場合

体の外側から降ろしてイ

ブロックに取り付ける。 

トで固定） 

梁 

ート 

リング 

船尾梁

 

に絶

ば簡単

場所を

ンテー

0°の
するこ

るのに

から搭

ールを

りに

フ

ら

合

ン

シール 



駆動

• 軸
• 設計

• 特

エン

コン

ンジ

チェ

• ジェ

• 駆動

• エン

• ねじ

推奨

エン

種類

1. ダ
こ

を

ブ

長

グ

限

ク

シ

ン

2. ダ
エ

ジ

動系に対する要

と直角方向のずれ

計寿命の期間中を

にディーゼルエン

ンジニアリング

ポーネントの適合

ンとジェットのサ

ック項目 
ェットの主軸の振

動軸の振れ回り時

ンジン～ジェット

じり振動解析 

奨駆動システム

ジンとウォーター
類の方法がある。 

ダブルエレメントね

これには図に示す

を使用すること。エ

ブルカップリング

長さはジェットのカ

グ位置の制限重量に

限される（「限界速

ク」の項を参照）。

シングルエレメン

ングは適さない。 

ダブルユニバーサル

エンジンをウォー

ジョイントドライ

要求事項 
れ（平行ずれ）、回

を通じてトルクをジ

ンジンの場合、ねじ

グチェック 
合性と両立性を確保

サプライヤを含む）

振れ回り時の限界速

時の限界速度 
間のアラインメン

ム 
ージェットの連結方

ねじり撓みドライ

「センタフレック

エンジンとジェッ

を行う。 

カップリン

によって制

速度チェッ

。 

トカップリ

ルスリップジョイ

タージェットに連

ブシャフト（カル

ジェ

のカ

回転方向のずれ、

ジェットに伝達で

じりに対する柔軟

保するため、駆動

）に確認すること

速度 

ント 

方法としては、両

イブシャフト 
クス GZ」タイプな

ットを一直線になる

イントドライブシャ

連結する場合、ダブ

ルダンシャフト）を

ットユニット

カップリング 

カップリングアダ

プタ 

及び、軸方向のず

できること（スラス

軟性が要求される。

動系の詳細について

と。 

問合せ先

Hamilton
ドライブ
Hamilton
エンジン

詳細情報

る） 

両者の連結距離に応

などのサポートベア

るように配置して

ャフト 
ブルユニバーサル

を使用するのが一

ダ

ねじり撓みカップリング 

センタリングサポート 
ベアリング 

フライホ

H

ずれを吸収できる

スト荷重は伝達す

 

ては駆動系のコン

先 
nJet 
ブシャフトのサプラ
nJet 
ンのサプライヤ（本

報はウォータージェ

応じて 4

アリング

フレキシ

 

ルスリップ

般的であ

る

フ

（

介

長

よ

照

3. ダ
ツ

イ

4. ロ
駆

プ

合

ラ

イ

リ

が

ホイール 

HJ シリー

こと。 
る必要なし）。 

ポーネントの全て

ライヤ 

本分析に必要なウ

ェットの製品マニ

る。この場合、シャ

フランジとエンジン

（アダプタプレー

介して）ボルトで直

長さはジェットのカ

よって制限される

照）。 
ダブル定速ジョイン

ツイン CV ジョイン

イブシャフトと同じ

ロングドライブシャ

駆動軸が長く、重量

プリング位置での許

合、ペデスタル軸受

ラインシャフトをユ

イブシャフト又はね

リングと組み合わせ

ができる。 

ーズの駆動

てのサプライヤ（エ

ォータージェット

ュアルに含まれて

ャフトはジェット

ンのフライホイー

トまたはねじり撓

直接固定する。 
カップリング位置

（「限界速度チェ

ント（代替品） 
ントを持つドライ

じ。 
ャフト 
量がジェットカッ

許容値を超える場

受で支持する固定

ユニバーサルドラ

ねじり撓みカップ

せて使用すること

動系に対す

エ

トの

てい

のカップリング

ルの両方とも

撓みエレメントを

置の制限重量に

ック」の項を参

ブシャフトである

場

プ

いる

によ

られ

ミス

吸収で

生じる過

ドライブシ

ジェットユニットの 
カップリング 

ペ

ダブルユニバーサ

（ミスア

ジェットユニット 

する要求事

ペ

る。適用要件は上記

ジェットの 
スラスト軸受は 
ジェットのカップ 
リングフランジから 
オーバーハングして 

るアダプタやベルトプーリ 
よる過大な荷重には耐え 
れず、さらに、エンジンの 
スアライメント（移動）を 
できない剛な駆動系によって 
過大な荷重には耐えられない。

シャフトが支持できる重量に

限界がある。 

ジェットユニットのカッ

プリング 

オフセット角度が同じ

同一面内のヨーク 

エンジンのフラ

（アダプタ

固定ラインシャフト 
（オプション） 

ペデスタルサポートベアリング 

ねじり撓みカップリング 

サルスリップジョイントドライブシャフト

アライメント吸収カップリング） 

エンジン／ギ

事項 
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記のドラ

 
は 

じ 

ライホイール

タ付） 

フライホイー

ル 

ギアボックス 
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操舵制

JT ステア

（操作）

ジェット

ケーブル

ルチジェ

輪の回転

トッパー

船時の操

テアリン

リングシ

油圧ス

操舵は操

直結の操

ンプを油

続するた

舵用の油

されてい

デフレク

ウォータ

アリング

が標準支

操舵 

船底勾配と

あること。 

シリーズ

14 

制御 
アリングノズルはジ

荷重は比較的小さ

トの場合はヘビーデ

ル操作方式でも十分

ェットの場合は油圧

転数については、ほ

ーまでの操舵の回転

操舵感度が悪くなる

ングシリンダは船尾

シリンダはウォータ

ステアリング 
操舵輪位置に設置し

操舵輪を回すことに

油圧シリンダ（ジェ

ための油圧配管が必

油圧シリンダは舵柄

いて、これによって

クタが動く。HJ292
タージェットモデル

グ位置指示器とセン

支給品に含まれてい

船尾梁を後

この角度が船

同じである

同じ角度で 

ズ制御シス

ジェット位置の水流

さい。ほとんどの場

デューティ仕様のロ

分である。大型のウ

圧によるパワーステ

ほとんどのウォータ

転数を 1～2 回とす

る。HJ212～HJ274
尾梁上に配置する。

タージェット上に配

した油圧ポンプ

による。操舵ポ

ェット上）に接

必要である。操

柄アームに接続

てステアリング

2～HJ403 の

ルの場合、ステ

ンダーユニット

いる。 

方に見る 
船底勾配と 
ること。 

船底勾配 

ステムオプ

流方向を±27°の範囲

場合、手動油圧制御

ロータリー式、ラッ

ウォータージェット

テアリングが必要に

タージェットモデル

るのがよい。回転

4 のウォータージェ

一方、HJ292～H
配置する。 

 

マルチジェッ

ベルエンド付

のアーム部分

より一括で操

タイロッドは

グを正確かつ

長さが調整可

（1 本：ツイ

本：トリプル

操舵輪

（オプ

連系ライン（2 ステー

ション構成の場合） 

ジ

ジェッ

プション 

囲内で偏向する。操

御が 適であるが、

ック＆ピニオン式ま

トモデルの場合、特

になる場合がある。

ルの場合、左舷～右

転数を多くすると低

ェットモデルの場合

J403 の場合は、ス

ット構成の場合は、

付きのタイロッドで

分を相互接続するこ

操作できるようにな

はジェットのセンタ

つ容易に行えるよう

可能なものを支給す

ンジェットの場合

ルジェットの場合）

輪 
プション） 

第 2 ステーション

操舵輪（2 ステー

構成の場合） 

油圧配管

（支給範囲外

ジェットステアリング

シリンダ 

トステアリング

舵柄 

操舵

小型

または

特にマ

操舵

右舷ス

速操

合、ス

ステア

 
スイ

で舵柄

ことに

なる。

タリン

うに、

する

合、2
。 

リバー

すべての

ステムを

なる。 
• HSRX
後進デ

に合っ

あり、

合は高

• HSRC
後進デ

ロール

示すの

• HFRC
後進デ

をすば

度とは

前にリ

ンを始

と違っ

負荷を

電子制

• Blue A
ウォー

のウォ

トルと

ステム

括的診

• MECS
大 5

性とフ

成に柔

コーデ

ンの 
ション

管 
外） 

ス制御 
の HJ シリーズのウ

を標準装備している

X（油圧サーボリバ
デフレクタの位置を

た位置制御を行う

一方、デフレクタ

高速の位置制御を行

（ハミルトン同期
デフレクタの位置を

ルレバーの動きと同

ので、デフレクタの

（ハミルトンフォ
デフレクタの位置を

ばやく動かすことが

は無関係に独自の速

バースレバーの位

始動するとデフレク

ってシステムの負担

を均して制御するこ

御システム 
ARROW®制御シス
ータージェットと制

ータージェットユ

ギアボックスのイ

ムは複数レベルの冗

診断機能を備え、高

（モジュール式電

基のウォータージ

レキシビリティに

柔軟性に対応するこ

ディングなどのイン

ォータージェット

る。但し、制御方法

バース制御）：HJ
を指数関数的に制御

ことができる。ゼ

の上／下限付近で

行う。 

期リバース制御）
を「フォローアップ

同期する。コントロ

の位置インジケータ

ォローアップリバー
を非同期「フォロー

ができる。一方、デ

速度で追従して要求

位置を予め設定して

タはすぐにその位

担は小さい。オペレ

とができる。 

ステム：HJ292～H
制御システムをパッ

ユニット、ジェット

ンターフェース、

冗長性、独立のスマ

高い安全性と信頼性

電子制御システム）

ジェットの高レベル

に富み、ウォーター

とができる。ダイ

ンターフェースも提

（HJ212 を除く）

法はウォータージェ

J213～HJ274 
御する。デフレクタ

ゼロ速度付近では精

では正確な位置制御

：HJ292～HJ322
プ」制御する。デフ

ールレバーの位置

は不要である。 

ース制御）：HJ36
ーアップ」制御する

デフレクタはコント

求された位置まで移

ておくことができる

位置に移動する。さ

レータによる強引な

HJ403 
ケージにしたもの

制御インターフェ

及び、操舵ステー

マート（高性能）バ

性を担保している。

）：HJ364～HJ4
ル電子制御システム

ージェットと操舵ス

ナミックポジショ

提供することができ

に油圧リバース制

ェットの機種によっ

の位置に応じてニ

精密な位置制御が可

御は不要であり、こ

 
レクタの動きはコ

置がデフレクタの位

64～HJ403 
。コントロールレ

ロールレバーの制

移動する。エンジン

。これにより、エ

らに、同期制御の

な制御があった場合

の。シングル又はツ

ース、エンジンス

ーションからなる。

バックアップ、及び

 

03 
ム（認定取得可）。

ステーションの様々

ニングや航海デー

る。 

御シ

って異

ニーズ

可能で

の場

ント

位置を

レバー

制御速

ン始動

ンジ

の場合

合でも、

ツイン

ロッ

本シ

び、包

信頼

な構

ータレ



HJ シリーズ材料仕様 
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HamiltonJet のウォータージェットの

材料は重量、耐久性、強度、耐食性、

製造と取り扱いの容易さ、およびコス

ト削減の観点から 適なものを選んで

使用している。 

ウォータージェットのケーシングは

LM6 舶用アルミニウムの鋳造品であ

る。本材料は軽量にも関わらず強度と

耐久性に富み、そして、精密鋳造・機

械加工が可能な材料である。 

水流中で動く部品であって、且つ、水

中粒子による摩耗のリスクの高い部品

は高品質ステンレス鋼製としている。

これにはメインシャフト、インペラ、

摩耗リングおよび軸受スリーブが含ま

れる。 

摩耗リングは『マイカータ』とゴム絶

縁体によりアルミ製のケーシングから

電気的に絶縁して電解腐食を防止して

いる。防食対策として亜鉛製、及び、

場合によってはアルミニウム製の犠牲

アノードによる防食システムを広範囲

に採用している。 

 HJ212 HJ213 HJ241 HJ274 HJ292 HJ322 HJ364 HJ403 
インペラのサイズ（mm／

in） 215 / 8.5 215 / 8.5 240 / 9.49 270 / 10.5 290 / 11.4 320 / 12.6 360 / 14.17 400 / 15.75 

インペラのオプション数 7 14 12 20 15 17 18 15 

インペラのレンジ（kW） 1.8-4.1 1.8-5 3.7-7.5 6.5-13 10-21.5 15-36 21-57 42-90 

インペラの回転 左回転（フライホイールを見て反時計回り）のみ 
         

ステアリング JT タイプのステアリングノズル：舵柄付き 
         

前進／後進 スプリットダクト形デフレクタ 
         

スラスト軸受 アンギュラ玉軸受 球形ころ軸受 
         

テール軸受 水潤滑式カットレスゴム 
         

シャフトシール フェースタイプメカニカルシール 
         

船尾梁シール O リング 圧縮ゴム 
         

インテークスクリーン 鋼製バー フラッシュマウントアルミニウムバー 
         

検査ハッチ 船内 
         

水排出口 3／4” BSP 船内 1–1／4” BSP 船外 1” BSP 船外 
         

上塗り塗装 光沢 防汚アンダーコートまたは光沢 防汚 
         

防食 なし 内部アノード／外部アノードによる陰極防食法 
         

メインシャフト材料 431 SS SAF2205 ステンレス鋼（UNS S31803、ASTM A276） 
         

ケーシング材料 LM6 舶用アルミニウム合金鋳物、BS1490-1970 
         

インペラ材料 CF8M ステンレス鋳鋼、ASTM A743-80a 
         

油圧ステアリング オプション付属品 手動油圧式 動力油圧式 
         

前進／後進制御 手動 HSRX HSRC HFRC 
         

電子制御 なし Blue ARROW Blue ARROW 又は MECS 
         

取り付け 船内、インテークブロック上 
         

船尾梁角度（ジェット通過

位置） 95° ± 2° 95°±1°：インテークブロックが標準の 5°傾斜の場合、90°±1°：オプションの

0°傾斜の場合 
         

インテークブロック アルミニウム、GRP 及び鋼板製の船体に対応可 
         

カップリングフランジ ELBE、GWB、Hardy Spicer 及び AquaDrive に適合（詳しくは HamiltonJet に問い合わせのこと） 
         

ファスナーキット SUS316 ステンレス鋼製のナット、ボルト、ワッシャ、及び、シリコンシーラントを含む。 
         

マニュアル 製品マニュアルのみ 製品マニュアル＋制御システムマニュアル 
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